
 

 

新規選定 多様な建築群が残る、善光寺街道の商都 

 

千
ち く

曲
ま

市
し

稲
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り

山
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伝統的建造物群保存地区 

所在地  千曲市大字稲荷山字町
まち

屋敷
や し き

，字大牧
おおまき

，字釜
かま

蓋
ぶた

，字王地
お う じ

，字中通
なかどおり

及び字上通
かみどおり

の各一部 

面 積  約１３.０ヘクタール 

 

千曲市は長野県北部に位置し，長野市の南に接する。千曲市の北端，市を南北に貫通す

る千曲川の西岸に保存地区がある。 

 天
てん

正
しょう

１０年（１５８２）頃に稲荷山城が築かれ，城の西側に，南北に延びる町が形成さ

れる。慶長
けいちょう

３年（１５９８）の廃城後，江戸時代には北国
ほっこく

西
にし

往還
おうかん

（通称，善光
ぜんこう

寺
じ

街道）の

宿場町として機能し，１９世紀初期以降，次第に商家町としての性格をもつようになる。

弘化
こ う か

４年（１８４７）の善光寺地震及び地震後に断続的に発生した火災により，町は壊滅

的な被害を受けるが，震災復興後，近世末期から近代にかけて，生糸や繊維製品の集散地

として，当地方有数の商業地として繁栄した。 

 千曲市稲荷山伝統的建造物群保存地区は，近世末期から近代にかけて商業地として栄え

た東西約２００メートル，南北約８５０メートル，面積約１３．０ヘクタールの範囲とす

る。 

 町の中央を往還が南北に貫通し，中程に街道が屈折する「鍵
かぎ

の手
て

」をもつ。町の周囲に

近世以来の水路や地割
ち わ り

を良く残している。敷地は，街道に面して短冊形
たんざくがた

に割られ，街道に

面して主屋
お も や

が建てられる。主屋の背後には土蔵
ど ぞ う

や附属
ふ ぞ く

屋
や

が建てられ，敷地背面が面する裏

通りには土蔵が建ち並び，土蔵の間に門
もん

が構えられる。 

 現存する建物は，弘化４年の震災後の建物で，震災直後のものは，中二階で，二階の柱

や軒裏を壁で塗り上げた形式としている。また，明治中期以降は，本二階で，分厚い壁を

軒まで塗り上げた重厚な主屋も建てられるようになる。そのいっぽうで，町の中心部でも茅
かや

葺
ぶ

きの建物が建てられ続け，さらには，茅葺きのような屋根勾配の強い瓦葺きの建物も建

てられ，多様な形式の主屋が混在することが町並みの特徴となっている。 

千曲市稲荷山伝統的建造物群保存地区は，近世以来の地割を良く残し，近世末期から近

代にかけて建てられた主屋や土蔵などの伝統的建造物が良く残り，我が国にとって価値が

高い。 



 

 

街道の町並み               裏通りの町並み 

善光寺街道に面して主屋が建ち並ぶ      裏通りには土蔵が建ち並び、土蔵間に門を開く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

千曲市稲荷山伝統的建造物群保存地区の範囲 

 


